
出席者

事業者 6名 市職員 1名

利用者 0名 包括職員 1名

家族 0名 有識者  2名

住民代表 0名 地域の医療関係者 1名

議題

・事業者からの活動状況報告

　(4)現状の利用者さまの状況・説明

S・S様（93歳、男性、要介護1、新規利用）
R5,9/6日入居。以前より糖尿病あり。自己にてインシュリン注射されています。
咽頭がんのOPにより気切孔あり。発語は出来ます。両耳難聴あり。近くでお話すると聞
こえます。理解力もありコミュニケーションもしっかり取れます。年相応の物忘れはありま
す。
在宅にいる時から1日数回の血糖測定、インシュリン注射をご自身で行っておられたが
ここ最近、血糖測定時に指先の消毒を忘れたりインシュリンの単位が見えにくく、合わ
せにくいなど声かけ、見守りが必要となったので青山藤ヶ丘病院にレスパイト入院され
ました。退院と同時にviviに入所、定期巡回ご利用開始になりました。ご利用が始まり、
血糖測定からインシュリン注射までの行程を職員と確認しながら行えるようになりまし
た。その事で消毒を忘れたりすることもなくなっています。ご本人様も血糖測定や、イン
シュリン注射が出来るので喜ばれています。家族様も定期巡回サービスを利用され安
心されています。
Ｔ・O様（８５歳、男性、要介護1、新規利用）
Ｒ5.2/22ご入居。デイサービスを利用されながら独居生活を送られていましたが、足も
悪く家族様も心配されご入居されています。
アルツハイマー型認知症の方で、自身で出来る事も多くありますが自身で判断する事
が難しいように見受けられ日常生活において声かけが必要です。主にデイサービスの
送り出し・迎え入れ・服薬介助・起床就寝介助・入浴のサービスで入らせて頂いていま
す。ご本人様よりコール時は必要に応じ随時訪問させて頂いており、定期巡回にする
事で定期的に訪問でき安定した生活を送られています。
②市民および他事業者様からの問い合わせ状況
今回は問い合わせはありませんでした。
～会議より～
事業者より、看護と介護の連携をとることで利用者様がより良い生活が出来ていると思
いました。
・活動状況報告に対する評価
次回　　推進会議：令和6年4月１6日　予定
※当該サービスに対する問い合わせ、ご相談窓口
青山ケアセンター藤井寺　　０７２－９５２－１３６５　　　　担当：山本

　（2）平均介護度：　要介護3　　　平均年齢：　91歳

　（3）ケース内容：起床・就寝介助、排泄、入浴、食事、服薬、デイ送り出し、迎え入れ

　　　安否確認、等

定期巡回・随時対応型訪問介護看護　青山ケアセンター藤井寺　　　介護医療連携推進会議議事録

日時　　　　　　令和5年　　　　10月　17日（火）　　　　　10時00分　　　　　～　　　　　時分

場所　　　　　　　　　　　青山ケアセンター藤井寺　

①運営報告

　（1）現在の居住別利用者数：有料老人ホーム　 37 名　在宅　1名　合計38　名(内１名入院中）

男女比　　1:2.5

青山ケアセンター藤井寺


